
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

12,062 11,460 11,460

52-3228奥田　充法 連絡先

4,492 5,460 5,460

相談室・研修室・教養娯楽室利用

％
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H18（目標）

目標

H19（目標）

名            称コードコード 名               称
一般会計
民生費
社会福祉費
社会福祉総務費

高齢者などを地域や集落で支える環境を作る

01
03
01
01

会計
款
項
目

Ａ

総合評価

利用率
利用日数
――――
開館日数

3
4
3

有効性
達成度

100

110

人 3716 44974088

16,920 16,920

件

H17 H18 H19

2 2 2

単位
目標値実績値

6,865

597 597
16,554
1,855

8,368 8,368
4,234 4,355 4,355

3,600 3,600 3,600
13,320

70

事業の目的の成果を測る指標

相談室・研修室・教養娯楽室利用
100

根拠法令・要綱等

評
価

単位 H17

社会福祉事業を総合的に推進し、市民福祉の増進を図るため青山地域の福祉の拠点として、このセンターを建設し、その施設を伊賀市社会福祉協
議会青山支所・社会福祉法人青山福祉会に対し施設、設備の貸付を行い、施設の有効利用を図っている。今後の課題として、施設利用料は、合併
前からの金額であり、管内の同様施設等との使用料に対する統一や指定管理制度に伴う施設管理について検討する必要がある。

指標設定の考え方

本年度施設利用人数
―――――――――
前年度施設利用人数

％

目標

4必要性 当センターは、ディサービスが行える機能回復訓練施設や一般・特殊浴場並びに厨房等を備え、その運営を社会福祉法人
青山福祉会が行い、地域福祉の推進を図る目的で組織されている「社会福祉協議会青山支所」の拠点施設のほか福祉施
設関係団体の会合等や在宅の高齢者が介護状態に陥ることなく健康な生活が送れるよう一部施設を開放し交流や趣味の
場としての活用等幅広い施設として活用されている意義は大きい

12,954

光熱水費

効率性

13,320

活動指標

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

市有財産貸借契約に伴う契約

正規職員     （人）
H17 H18（予算）

0.5

H19（予算）

0.5

102

市民福祉の増進が図れる。

成果（どうなるのか）

03
社会福祉施設維持管理経費
青山福祉センター維持管理経費

青山支所　健康福祉課 細目
細々目

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

伊賀市社会福祉協議会青山支所・社会福祉法人青山福祉会への施設、設備の貸付と、この施設の維持管理業務を行う。

青山福祉センターの設置及び管理に関する条例運営主体

0.5

施設の管理・運営

市民

事業名

基本施策

260

伊賀市　事務事業評価シート

青山福祉センター維持管理経費
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